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守山市ボランティア観光ガイド協会
活動報告

滋賀県レイカディア大学同窓会
守山・野洲支部

38期 地域文化学科

中務 正人
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守山市ボランティア観光ガイド協会

研修部
（6名）

ガイド部
（11名）

新聞部
（3名）

企画委員会（6名）

（会員：21名）

① 年間の研修会の計画・立案
（原則、毎月第1土曜日のAM）

②新入会員用のガイドブック作成
③日本遺産のガイドブックの作成
④大津・南部ブロックの研修会の
取りまとめ
（大津・草津・栗東・湖南・野洲・
守山）

① お客様からのガイド要請
の受付

② ガイドをする担当者の決
定

③ お客様とのコンタクト
④ ガイド養成講座の計画・立

案
（原則、毎月第3日曜日の
AM）

⑤ 新規案内ルートの開拓
⑥ 自主事業の計画・立案
⑦ ガイド実績表の作成

① 観光ガイド協会便り（新
聞）の作成及び発行（3
回／年）

② 原稿依頼と回収
③ 新聞の印刷依頼
④ 新聞の配布
⑤ もりやま市民活動フェス

タの資料作成
⑥ 必要に応じHPの見直し

（設立：1998年）
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観光ガイドのルート

①中山道守山宿ルート

②吉身・立入ルート

③金森・三宅ルート

④赤野井・矢島ルート



①守山宿ルート （歩行距離：約４ Km）

守山駅 ⇒ 石部道道標 ⇒ 慈眼寺 ⇒ うの家 ⇒ 天満宮

⇒ 本陣跡 ⇒ 中山道街道文化交流会館 ⇒ 源内塚 ⇒

⇒ 石造道標 ⇒ 東門院 ⇒ 土橋 ⇒ 本像寺 ⇒ 一里塚

⇒ 勝部神社 ⇒ 守山駅
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②吉身・立入 ルート （歩行距離：約 ６ Km）

守山駅 ⇒ 住吉神社 ⇒ 西隆寺 ⇒ 伊勢道道標 ⇒

⇒ 東福寺 ⇒ 新川神社 ⇒ 三連橋 ⇒ 馬路石邊神社 ⇒

⇒ 益須寺跡 ⇒ 被弾六体地蔵 ⇒ 円筒分水工 ⇒ 守山駅
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③金森・三宅ルート （歩行距離：約７Km） 

 

守山市民ホール ⇒ 蓮生寺  ⇒ 薬師堂  ⇒ 照養寺  

 

 

⇒ （志那街道）⇒ 善立寺  ⇒ 金森御坊 ⇒ 蓮如池    

 

 

⇒ （金森城址）⇒ 金森湧水公園 ⇒ 金神社 ⇒  

 

 

⇒ 三津川河川 ⇒ 岡庭古墳 ⇒ 守山市民ホール 
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④赤野井・矢島 ルート （歩行距離：約 ６ Km）

守山駅 ⇒ 赤の井別院バス停 ⇒ 本願寺西別院 ⇒ 専念寺 ⇒

⇒ 大庄屋諏訪家屋敷 ⇒ 聞光寺 ⇒ 矢島御所跡 ⇒

⇒ 本願寺東別院 ⇒ 少林寺 ⇒ 小津神社 ⇒ 杉江バス停 ⇒

⇒ 守山駅

（バス移動）

（バス移動）
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事業内容

①依頼ガイド
・お客様から観光ガイドの申込書を受け付けてガイドを実施する。

②自主ガイド
・当協会が企画・運営してガイドを実施する。

③他団体の事業への参加
・他団体から協力依頼を受けたガイド・作業等
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自主事業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ほたるガイド 守山市内 ２５日

春のおうたん
メール

守山宿 ２７日

秋のおうたん
メール 金森・三宅 ７日

出前講座 守山宿 〇 ●

自治会
親子ハイキング 守山宿 中止

自治会
親子ハイキング 守山宿 ３０日

春のハイキング 伊勢遺跡他 20日

秋のハイキング 金森・三宅 １９日
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他団体の事業への参加

①豊穣の郷主催の「守山ほたるパーク＆ウォーク」
・巡回バスに乗車してほたるの生態他の案内
・ほたるガイドの実施

②守山市主催の「守山夏祭り」
・開催ビラの配布
・駐車場の交通整理

③下之郷遺跡公園主催の下之郷遺跡祭り
・ガイド協会の紹介

④守山市主催の「もりやま市民活動フェスタ」
・ガイド協会の活動実績他の紹介
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研修内容

①研修会の開催
・1回／月開催

②ガイド養成講座の開催
・1回／月開催

外部講師による研修（8回/年）

他観光ガイド協会への研修（2回/年）

協会員の講師による研修（2回/年）

中山道守山宿ルート

吉身・立入ルート

金森・三宅ルート

赤野井・矢島ルート
守山市内の名所・旧跡の
概要を記載したガイド資料
（84ページ）を使用

初心者を対象

全会員を対象
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秋山 永田 赤井 中川 舟橋 田原 樋口 笠原 中務 前田

9/18（日）の参加者 × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 （講師） （講師）

1 最明寺 6/6

2 勝部神社 2/15 3/6 8/8 12/12

3 十王寺 6/19

4 一里塚 6/20 8/8 11/14

5 本像寺 2/15 8/8 11/14

6 土橋 6/20 7/11 11/14 6/6

7 樹下神社 12/12 6/19

8 東門院 6/20 7/11 6/20 6/6

9 石造道標 6/20 8/8 7/11 6/6 4/10

10 中山道文化交流館 3/6 8/8 7/11 6/19

11 天満宮 7/11 3/6 8/8 11/14 6/19

12 源内塚 6/6 9/18 6/20 11/14 3/6

13 本陣跡 6/6 7/11 8/8 4/10

14 慈眼寺 7/11 12/12

15 石部道道標 7/11 6/6 6/19 4/10

16 高札場跡 4/10

17 益須寺

18 稲妻型屋敷割り 6/6 9/18

19 井戸跡 9/18

20 中山道＆守山宿概要 8/8

21 ほたる地蔵 5/10

22 うの家 6/20 6/6 7/11 9/18

23 住蓮房母公の墓 4/10 6/19

ガイド見学(9/18) 〇
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（比叡山 東門院 守山寺）（天台宗）

①最澄が奈良時代 延暦 7年（ 788年）に建立

寺領 5村 350石を拝領

②比叡山延暦寺の東の鬼門に当たる

・比叡山のお山を守る

・この地は杜が多い

③本堂は 1986年の火災で焼失

④五重塔 （重要文化財）

宝塔・ 宝篋印塔 （重要美術品）

⑤木造の不動明王座像（重要文化財） （一本造りの彩色像）

・通常の不動明王は立像（近江最大）

・本堂右側にある護摩堂に安置

⑥毎月 17日 「門前アート市」

（手作り市）

毎月 18日 「まほろばサロン」

（写経・座禅・落語・能）

約 3,000万円

守山

再建
十一面観音像は本堂とともに

焼けたが、その後修復された

（昭和 61年）

共に鎌倉時代後期の作

「オハツキイチョウ」

葉の一部に銀杏のようなコブ

が付いている
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（勝部神社） 織田信長の 60枚の起請文が残っている 

①飛鳥時代 大化 5年（649年）物部氏が創建 

 ②室町時代 明応 6年（1497 年）に佐々木高頼 

  が本殿（国重要文化財）を造営（三間社流造り桧皮葺き） 

 ③安土桃山時代 文禄 3年（1594 年）豊臣秀次により 

大規模修理 （白フンドシ 15～24 歳赤フンドシ 25～34 歳） 

 ④毎年 1月第 2土曜日に大蛇に見立てた大松明を中学生以上 

の若者が赤フンドシ姿で担ぎ町内を練り歩いた後、境内に 

集まって 12基の大松明に一斉に火を放つ（15～34歳男性） 

 ⑤大松明（勝部の火祭り：県選択無形民俗文化財）（800年の伝統） 

  ・長さ  ：約５~６ｍ ・重さ ：約 400Kg 

  ・最大直径：約４ｍ   ・ハンノキ、竹、縄、菜種殻 

  （火祭りの言い伝え） 

   鎌倉時代の土御門天皇が大病に侵された時に、「栗太郡・野洲郡の境 

の大沼にいる（おろち＝大蛇）が天皇に危害を加えているので大蛇 

を退治すべき」と占い師が言った。占い師と村人が共に祈願し、50 日の満願の日に弱った（おろち）を焼き払

うと天皇の病気が治った。これが火祭りの始まりと伝えられている。 

    （もう一つの言い伝え）俵藤太が三上山の大蛇を切り落とし、首が勝部神社に尻尾は住吉神社に落ちた。  

住吉神社の言い伝えでは首が住吉神社に落ちた。 
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会員募集説明会

・会員増強のため、今年8月に初めて「会員募集説明会」を実施した。

・守山市内７０自治会中２０自治会を対象に「会員募集説明会」の
チラシ（約1,400枚）を配布した。

最盛期の会員数
（35名）

現在の会員数
（21名）

会員増が必要

・応募者：4名
入会者：1名 （1名は来年4月に入会予定）

・来年度から定期的に（2～3回／年）実施する予定

①守山市内観光ガイド資料の説明
②研修会の内容説明
③ガイド養成講座の説明
④ガイド見学（守山宿）

（説明会の内容）

・レイ大を卒業する守山市内に居住の方を対象に「会員募集説明会」
の開催を希望



おわり
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